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　かつて、この地には、西岡山西安寺という大寺があり12カ院を擁して栄えたが、大火によって

一山の堂塔を焼失したと伝えられています。元和元(1615)年勢誉法印により再興され、元禄12

(1699)年には名を行願院と改め、本寺の地所へ移築したとされ、現在は２カ院が残っています。

　昭和52年度に行われた保存修理の際に墨書が発見され、慶安元年~４（1648~51)年にかけ

て建造されたことがわかり、またこの保存修理に伴い、本堂南方の現在の位置に移されました。
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